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救急症例検討会の記事が掲載されました９18
「肝臓がんは
治療が難しく、
治療法があるの
に緩和医療をす
すめられること
もあります。が
ん難民となり、
行き場を失った
患者さんの“最後の砦

とりで

”として
の役割を果たしていきたい」と
近藤副院長は意気込みを話す。
仙台病院肝臓内科は薬物療法

に限らず、ラジオ波焼
しょう

灼
しゃく

療法や
マイクロ波凝固療法、経皮的肝
動脈化学塞栓療法（TACE）な
ど多くの内科的治療に対応でき
るのが特徴だ。TACE は足の付
け根や腕の動脈からカテーテル
を挿入し、肝臓内の腫瘍に栄養
を送る細い動脈に抗がん剤など
を入れて動脈の血流を遮断し、
腫瘍細胞を壊

え

死
し

させる方法。バ

ルーンカテーテルを用いた方法
や薬剤溶出性ビーズを用いた治
療をうまく組み合わせることに
より、巨大な肝細胞がんに対し
ても治療効果が得られる。
近藤副院長は「当科に紹介さ

れる患者さんは、さまざまな治
療で効果が出なかった症例が多
いので、専門に偏った治療法だ
けを提供していては、満足いく
延命効果を達成することは難し
い。今は肝臓に対する IVR（画
像下治療）を 1 カ月で 40 件ほ
ど実施していますが、このペー
スで進めば、日本でトップレベ

ルの件数になると思います」。
近藤副院長は前職でも肝臓内

科の立ち上げを行ったが、その
時のノウハウを用い、同院内の
チームづくりや地域の連携強化
を図っている。「当院のスタッ
フも自ら考えて動いてくれます
が、改善すべきところはスピー
ド感をもって対応しています。
今後は地域へのアピールを積極
的に行うと同時に、全国からも
患者さんが集まる医療を提供し
ていきたい」と意気軒高だ。

武蔵野徳洲会病院（東京都）
は、院内で「第 14 回救急搬送
症例検討会」を開催した。同院
に搬送した患者さんの“その後”
を救急隊員と共有し、救急医療
の質向上を図るのが目的。近隣
の 4 消防から救急隊員が 8 人、
さらに院内の多職種スタッフを
含め計 30 人超が参加した。対
面での開催は 2 年ぶり。
症例は阪本敏久総長が解説。

まず「耳痛で発症し気管切開に
至った症例」を提示し、「咽

いん

頭
とう

周囲の炎症で呼吸困難や発語困
難をともなう症例では、気道閉
塞の可能性があります。このよ
うな症例では、緊急気管切開が
可能な医療機関を選定してくだ
さい」。
さらに「左側腹部外傷で三次

転送となった症例」では、「腹
部外傷では、CT（コンピュー
タ断層撮影）を正しく判別で
きる医療機関を選定してくださ
い」と助言した。
検討会を終え阪本総長は「救

急隊員と顔の見える関係を構築
し、当院の技量を共通認識する
ことで、搬送しやすくなると考
えます。今後も定期的に開催し、
さらなる地域への貢献を目指し
ていきたい」と意欲的だ。

回日本循環器学会関東甲信越地
方会で、Clinical Research Award
を受賞した。同アワードは循環
器病分野をテーマとした臨床研
究を評価するのが目的で、最優
秀賞 1 人、優秀賞 2 人を選出。
宿谷・診療放射線技師は優秀賞
を受賞した。
研究テーマは、スペクトラル

CT（高低２種類の管電圧の X
線によるデュアルエナジー撮影
などが可能）によって得られる
実効原子番号や電子密度画像を
用い、異常心筋を検出する技術
の確立に向けて、正常心筋と異
常心筋を対象に画像を計測し比
較・検証を行うというものだ。
宿谷・診療放射線技師は「今

回の受賞が、ひとりでも多くの
方々に当院や徳洲会を知ってい
ただくきっかけになれば、うれ
しい。恵まれた環境に感謝しな
がら、これからも患者さんに貢
献していきたい」と意気込みを
語っている。

千葉西総合病院放射線科の宿
谷篤・診療放射線技師は第 268

仙台徳洲会病院は近藤泰輝副院長を迎え、新たに肝臓内科を開設し
た。同科では肝炎から肝硬変、肝臓がんと、切れ目のない医療を提
供。高齢で難治例の患者さんにも、日々進歩する多彩な内科的治療
を積極的に行い地域に貢献している。

「全国から患者さん
が集まる医療を提供
していきたい」と近
藤副院長

4 年間過ごした宇和島徳洲会病院
（愛媛県）を離れ、この 4 月に鹿児島
徳洲会病院へ異動しました。当院は旧
病院から直線距離で 8㎞離れた谷山地
区に移転し、1年 9カ月が経過しました。
鹿児島市の南部に位置し、この地域に
は救急応需病院が限られ、需要が高
かった背景もあり、救急搬送件数は旧
病院の約 3 倍、年間 2,500 件に達して
います。病院としての hard と soft は、
ほぼ整っており、ケアミックス型病院
ではあるものの、大規模病院となった
当院の今後は、経営的な面も含め、よ
り急性期医療を充実させなければなら
ないと実感しています。救急搬送件数
が増えた一方で、当院の課題として①
外来患者数が少ないこと、②当院で完
結できる soft 面での医療資源が不足
していること――が挙げられます。ま
だまだ地域での認知度が低いことを実
感し、地域住民の方々や近隣の診療所
の先生方に当院を知っていただくため
の取り組みや、当院へ通いやすい環境
の整備を行っています。また、九州生
まれ九州育ち、大学卒業以降も、ほぼ
九州で過ごした私の多少の“地の利”
を生かしつつ、現在 1 人科の医師の充

実や、新たな診療科開設に向けての医
師確保も順調に進んでいます。
鹿児島には頑固・不言実行など男性

気質を指す「薩
さつ

摩
ま

隼
はや

人
と

」、優しくて気
立てが良い女性を指す「薩摩おご
じょ」という言葉があります。8月以降、
新型コロナ感染症のクラスター（感染
者集団）が連続して発生しているなか
でも、皆で協力して入院患者数を大き
く減らすことなく、前向きな病棟運営
を実行し、患者さんから退院時に「皆
さん、よくしてくれました。ありがと
うございます」という言葉をよく耳に
しました。「これが薩摩気質か！」と
思いつつ、職員の優しさ・勤勉さに感
謝しています。

より離島医療に貢献するため
診療科の拡充やシステム構築

話は変わりますが、私が好きな言葉
のひとつに、母校である福岡県立明善
高等学校の校訓、「克己・盡

じん

力
りょく

・楽天」
があります。己に打ち克ち（克己）ひ
たすらなる努力（盡力）の果てに、そ
の結果は天運に委ねようとする安心立
命の平らかなる心境（楽天）を意味し
ています。とくに楽天という言葉が、

校訓に謳われているところが、私は気
に入っています。鹿児島県は「道は天
地自然の未知なる故、講学の道は敬天
愛人を目的とし、身を修する克己を
もって終始せよ」と唱えた西郷隆盛公
や、私がいつも意識している言葉、「『人
間として正しいことなのか、正しくな
いことなのか』、『善いことなのか、悪
いことなのか』ということを基準とし
て物事を判断している」と語った京セ
ラ創業者の稲盛和夫氏を輩出した地で
もあります。私がこれまで意識してき
た言葉や、考えを語った先達が生まれ
た鹿児島に、私が来たことも何かの縁
だと思い、自分自身の内面の鍛

たん

錬
れん

を怠
ることなく、当院の発展に寄与したい
と考えています。
最近の当院での出来事として、屋久

島で発生した緊急外科手術症例を当院
近くの港にあるランデブーポイントま
でヘリ搬送し、緊急手術を行うという
経験をしました。山本晃司・屋久島徳
洲会病院院長と連携を密にし、同院の
電子カルテも当院で閲覧可能にするな
どグループ病院のメリットを最大限に
生かしました。待機的手術は可能な範
囲で当院外科チームが屋久島病院で行

い、屋久島での手術が困難な症例は、
最近では当院へ紹介していただき手術
を行うシステムが構築されつつありま
す。グループ内で完結できる医療が少
しでも進んでいることを嬉しく思いま
す。さらに多くの診療科で鹿児島県の
離島医療に貢献できるよう、当院の充
実、システムの構築を図っていきます。

基幹型臨床研修病院の再取得
院内活性化も視野にあと一歩

歴史的背景が根強く残る鹿児島県特
有の事情はあるものの、当院が今行う
べきことは、量的・質的に提供できる
医療を充実させ、地域の方々に選ばれ
る病院となることに尽きます。そして、
基幹型臨床研修病院の再取得もあと少
しで手の届くところまできています。
院内の活性化のためにも、ぜひ早期の
取得を目指したいと考えます。
9 月現在でも新型コロナの院内クラ
スターが発生している状況ではありま
すが、10 月からはコロナ病棟を廃止し、
病棟再編を行います。当院のみならず、
各徳洲会病院はそれぞれ対応に追われ
ていることかと思いますが、皆で頑張
りましょう。

量的・質的に提供できる医療充実へ
地域の方 に々選ばれる病院を目指す

自身の“地の利”生かし医師確保推進

仙台病院

地域の“最後の砦”に

肝臓内科スタート

肝臓に対するIVRの様子

宿谷・千葉西病院診療
放射線技師が優秀賞!

日本循環器学会地方会

救急隊員と症例検討
武蔵野病院

顔の見える関係構築

同院に搬送した患者さんの“その後”を救急隊
員と共有

スペクトラルCTの前で表彰状を手にする宿谷・
診療放射線技師
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間として正しいことなのか、正しくな
いことなのか』、『善いことなのか、悪
いことなのか』ということを基準とし
て物事を判断している」と語った京セ
ラ創業者の稲盛和夫氏を輩出した地で
もあります。私がこれまで意識してき
た言葉や、考えを語った先達が生まれ
た鹿児島に、私が来たことも何かの縁
だと思い、自分自身の内面の鍛

たん

錬
れん

を怠
ることなく、当院の発展に寄与したい
と考えています。
最近の当院での出来事として、屋久

島で発生した緊急外科手術症例を当院
近くの港にあるランデブーポイントま
でヘリ搬送し、緊急手術を行うという
経験をしました。山本晃司・屋久島徳
洲会病院院長と連携を密にし、同院の
電子カルテも当院で閲覧可能にするな
どグループ病院のメリットを最大限に
生かしました。待機的手術は可能な範
囲で当院外科チームが屋久島病院で行

い、屋久島での手術が困難な症例は、
最近では当院へ紹介していただき手術
を行うシステムが構築されつつありま
す。グループ内で完結できる医療が少
しでも進んでいることを嬉しく思いま
す。さらに多くの診療科で鹿児島県の
離島医療に貢献できるよう、当院の充
実、システムの構築を図っていきます。

基幹型臨床研修病院の再取得
院内活性化も視野にあと一歩

歴史的背景が根強く残る鹿児島県特
有の事情はあるものの、当院が今行う
べきことは、量的・質的に提供できる
医療を充実させ、地域の方々に選ばれ
る病院となることに尽きます。そして、
基幹型臨床研修病院の再取得もあと少
しで手の届くところまできています。
院内の活性化のためにも、ぜひ早期の
取得を目指したいと考えます。
9 月現在でも新型コロナの院内クラ
スターが発生している状況ではありま
すが、10 月からはコロナ病棟を廃止し、
病棟再編を行います。当院のみならず、
各徳洲会病院はそれぞれ対応に追われ
ていることかと思いますが、皆で頑張
りましょう。

量的・質的に提供できる医療充実へ
地域の方 に々選ばれる病院を目指す

自身の“地の利”生かし医師確保推進

仙台病院

地域の“最後の砦”に

肝臓内科スタート

肝臓に対するIVRの様子

宿谷・千葉西病院診療
放射線技師が優秀賞!

日本循環器学会地方会

救急隊員と症例検討
武蔵野病院

顔の見える関係構築

同院に搬送した患者さんの“その後”を救急隊
員と共有

スペクトラルCTの前で表彰状を手にする宿谷・
診療放射線技師
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